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本
書
は
、
二
〇
〇
五

年
に
出
版
し
た
『
ア
ジ

ア
に
お
け
る
循
環
資

源
貿
易
』（
小
島
道
一

編
）
に
引
き
続
き
、
ア

ジ
ア
を
主
た
る
対
象

と
し
て
、
国
際
リ
サ
イ

ク
ル
の
現
状
、
各
国
の

法
制
度
、
バ
ー
ゼ
ル
条
約
や
シ
ッ
プ
・
リ
サ

イ
ク
ル
条
約
と
い
っ
た
国
際
的
な
枠
組
み
を

分
析
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
本
書

の
内
容
を
国
際
リ
サ
イ
ク
ル
に
伴
う
問
題
や

課
題
に
沿
っ
て
紹
介
し
た
い
。

　
日
本
で
国
際
リ
サ
イ
ク
ル
へ
の
関
心
は
、

二
〇
〇
一
年
ご
ろ
か
ら
徐
々
に
高
ま
っ
て
き

た
。
リ
サ
イ
ク
ル
に
関
す
る
法
整
備
が
す
す

み
、
エ
コ
タ
ウ
ン
な
ど
で
の
リ
サ
イ
ク
ル
工

場
へ
の
投
資
が
進
む
一
方
、
再
生
資
源
や
中

古
品
の
輸
出
が
増
加
し
て
き
た
時
期
で
あ

る
。
ア
ジ
ア
諸
国
の
再
生
資
源
の
貿
易
量
も

大
き
く
拡
大
し
て
き
た
（
第
二
章
）。

　
日
本
で
は
、
日
本
の
リ
サ
イ
ク
ル
法
の
制

度
内
で
、
再
商
品
化
・
再
資
源
化
さ
れ
た
も

の
が
、
海
外
に
輸
出
さ
れ
る
場
合
も
あ
っ
た

が
、
法
制
度
外
で
輸
出
さ
れ
る
も
の
も
少
な

く
な
か
っ
た
（
日
本
の
各
種
リ
サ
イ
ク
ル
法

と
輸
出
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
文
献
①
第

二
章
お
よ
び
本
書
第
一
〇
章
参
照
）。
二
〇

〇
五
年
以
降
の
日
本

の
容
器
・
包
装
、
家
電

な
ど
の
リ
サ
イ
ク
ル

法
制
の
見
直
し
の
な

か
で
は
、
国
際
リ
サ
イ

ク
ル
と
の
関
係
を
ど

の
よ
う
に
考
え
る
か

が
重
要
な
論
点
の
ひ

と
つ
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
有
害
廃
棄
物

の
不
適
正
な
輸
出
を
抑
え
る
と
の
観
点
か
ら

も
取
り
組
み
が
強
化
さ
れ
て
い
る
。

　
韓
国
や
台
湾
も
、
日
本
と
同
様
に
再
生
資

源
の
輸
出
国
（
第
五
章
、
第
六
章
）
と
な
っ

て
お
り
、
有
害
廃
棄
物
の
不
適
正
な
輸
出
を

抑
え
る
た
め
の
取
り
組
み
が
始
ま
っ
て
き
て

い
る
。
し
か
し
、
再
生
資
源
輸
出
と
国
内
の

リ
サ
イ
ク
ル
制
度
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、

日
本
ほ
ど
問
題
と
な
っ
て
い
な
い
。
韓
国
は

輸
出
も
制
度
内
に
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で

き
、
台
湾
は
、
経
済
的
な
方
法
で
輸
出
の
増

大
に
対
処
で
き
る
た
め
と
考
え
ら
れ
る
（
文

献
②
第
九
章
）。

　
日
本
等
か
ら
の
再
生
資
源
の
輸
出
先
で
あ

る
中
国
や
そ
の
他
の
ア
ジ
ア
諸
国
で
は
、
高

い
経
済
成
長
に
伴
っ
た
資
源
需
要
の
拡
大
か

ら
、
再
生
資
源
の
輸
入
を
産
業
界
は
求
め
て

い
る
。
し
か
し
、
再
生
資
源
や
中
古
品
の
輸

入
に
伴
い
、
い
く
つ
か
の
問
題
を
抱
え
て
い

る
。
ひ
と
つ
は
、
輸
入
さ
れ
た
再
生
資
源
の

質
の
問
題
で
あ
る
。
例
え
ば
、
鉄
ス
ク
ラ
ッ

プ
に
放
射
性
廃
棄
物
が
混
入
し
た
り
す
る
問

題
が
発
生
し
て
い
る
。
ま
た
、
輸
入
再
生
資

源
の
リ
サ
イ
ク
ル
の
過
程
で
水
質
汚
濁
や
大

気
汚
染
が
引
き
起
こ
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ

う
な
問
題
に
対
処
す
る
た
め
、
輸
入
で
き
る

再
生
資
源
の
品
目
を
限
定
し
た
り
、
再
生
資

源
の
質
に
つ
い
て
基
準
を
設
け
た
り
し
て
い

る
（
第
三
章
〜
第
六
章
）。
こ
れ
ら
の
基
準

や
輸
入
制
限
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
産
業
に
お
け

る
環
境
対
策
が
進
む
と
緩
和
さ
れ
る
傾
向
が

観
察
さ
れ
る
。

　
再
生
資
源
や
有
害
廃
棄
物
の
輸
出
入
は
、

先
進
国
か
ら
途
上
国
へ
の
輸
出
の
み
だ
け
で

は
な
い
。
日
本
は
、
ア
ジ
ア
各
国
か
ら
有
害

廃
棄
物
が
輸
入
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
背
景
の

ひ
と
つ
と
し
て
、
各
国
の
保
税
区
・
輸
出
加

工
区
の
制
度
が
、
廃
棄
物
の
処
理
を
踏
ま
え

た
も
の
と
な
っ
て
お
ら
ず
、
当
該
国
で
リ
サ

イ
ク
ル
す
る
よ
り
も
、
輸
出
を
行
う
ほ
う
が

容
易
で
あ
る
場
合
が
み
ら
れ
る
こ
と
が
あ
げ

ら
れ
る（
第
七
章
）。ま
た
、貴
金
属
ス
ク
ラ
ッ

プ
の
よ
う
に
所
得
の
高
い
国
の
方
が
比
較
優

位
を
持
ち
、輸
入
量
が
多
い
も
の
も
あ
る（
第

二
章
）。

　
国
際
的
に
も
、
再
生
資
源
や
中
古
品
の
貿

易
を
め
ぐ
る
議
論
が
行
わ
れ
て
い
る
。
有
害

廃
棄
物
の
越
境
移
動
を
規
制
す
る
バ
ー
ゼ
ル

条
約
に
つ
い
て
は
、
先
進
国
か
ら
途
上
国
へ

の
有
害
廃
棄
物
の
越
境
移
動
を
禁
止
す
る

B
A
N
改
正
決
議
の
発
効
条
件
の
解
釈
で
締

約
国
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
え
ら
れ
ず
、
発
効

に
は
至
っ
て
い
な
い
（
第
八
章
）。
一
方
、

船
籍
の
移
動
が
容
易
な
船
舶
の
リ
サ
イ
ク
ル

に
つ
い
て
は
、
シ
ッ
プ
・
リ
サ
イ
ク
ル
条
約

が
二
〇
〇
九
年
五
月
に
ま
と
め
ら
れ
、
各
国

で
批
准
に
向
け
た
準
備
が
始
ま
っ
て
き
て
い

る
。
し
か
し
、
日
本
、
台
湾
の
船
舶
解
体
業

の
盛
衰
か
ら
、
条
約
に
基
づ
く
管
理
だ
け
で

な
く
、
鉄
鋼
産
業
の
保
護
育
成
策
の
見
直
し

が
必
要
と
考
え
ら
れ
る
（
第
九
章
）。
ま
た
、

今
後
、
国
際
的
な
枠
組
み
が
求
め
ら
れ
る
分

野
と
し
て
、国
際
リ
ユ
ー
ス
の
分
野
が
あ
る
。

各
国
の
リ
サ
イ
ク
ル
制
度
と
の
関
係
、
環
境

規
制
の
強
化
や
新
製
品
の
開
発
な
ど
で
、
リ

サ
イ
ク
ル
さ
れ
な
い
物
質
を
含
ん
だ
製
品
の

処
理
コ
ス
ト
の
負
担
の
観
点
か
ら
国
際
的
な

対
応
が
進
め
ら
れ
る
必
要
が
あ
る
（
第
一
〇

章
）。

　
日
本
か
ら
の
中
古
品
や
再
生
資
源
の
輸
出

に
つ
い
て
は
、
資
源
確
保
の
観
点
か
ら
の
議

論
も
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

諸
外
国
が
国
際
リ
サ
イ
ク
ル
に
ど
の
よ
う
な

観
点
か
ら
ど
の
よ
う
な
規
制
を
行
っ
て
き
て

い
る
の
か
を
理
解
す
る
こ
と
は
、
日
本
の
政

策
を
考
え
る
う
え
で
、
ま
た
、
諸
外
国
と
協

力
し
て
、
資
源
の
有
効
利
用
や
環
境
の
保
全

を
図
っ
て
い
く
う
え
で
重
要
と
思
わ
れ
る
。

（
こ
じ
ま
　
み
ち
か
ず
／
ア
ジ
ア
経
済
研
究

所
環
境
・
資
源
研
究
グ
ル
ー
プ
長
）

《
参
考
文
献
》

① 

小
島
道
一
編
『
ア
ジ
ア
に
お
け
る
循
環
資

源
貿
易
』
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
、
二
〇
〇

五
年
。

② 

小
島
道
一
編
『
ア
ジ
ア
に
お
け
る
リ
サ
イ

ク
ル
』
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
、
二
〇
〇
八

年
。

小
島 

道
一  

編

『
国
際
リ
サ
イ
ク
ル
を
め
ぐ
る
制
度
変
容

―
ア
ジ
ア
を
中
心
に
』

研
究
双
書
No.

五
八
六
　
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所

■ 小島 道一 ■

新刊
紹介




